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（百万円未満四捨五入）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上収益 営業利益 税引前利益 四半期利益
親会社の所有者に

帰属する四半期利益
四半期包括利益

合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第1四半期 581,505 6.2 178,368 11.4 174,699 11.7 124,602 9.3 124,110 9.1 230,570 △5.2

2021年12月期第1四半期 547,366 5.3 160,129 24.2 156,342 35.8 114,039 31.3 113,786 31.7 243,127 －

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第1四半期 69.94 69.91
2021年12月期第1四半期 64.13 64.10

資産合計 資本合計
親会社の所有者に

帰属する持分
親会社所有者
帰属持分比率

１株当たり親会社
所有者帰属持分

百万円 百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年12月期第1四半期 5,747,354 2,983,147 2,905,828 50.6 1,637.49
2021年12月期 5,774,209 2,886,081 2,809,258 48.7 1,583.10

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 － 65.00 － 75.00 140.00
2022年12月期 －
2022年12月期（予想） 75.00 － 75.00 150.00

（％表示は、対前期増減率）

売上収益 営業利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的１株当たり
当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,315,000 △0.4 534,000 7.0 356,000 5.2 200.62

（％表示は、対前年同四半期増減率又は対前期増減率）

為替一定ベースの調整後営業利益

2022年12月期第1四半期（累計）
百万円

186,114

％

4.5

通期（予想）
百万円
635,000

％

4.0

決算に関する詳細情報については、当社ウェブサイト（https://www.jti.co.jp/investors/index.html）に掲載して

おります本日公表の決算説明会資料等をご覧ください。

１．2022年12月期第1四半期の連結業績（2022年1月1日～2022年3月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年12月期の連結業績予想（2022年1月1日～2022年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

〔追加情報〕為替一定ベースの調整後営業利益の成長率
当社グループは、為替一定ベースの調整後営業利益の成長率における、中長期に亘る年平均mid to high single digit成長を全社利益目標としており、その達
成を目指してまいります。なお、2022年2月14日に公表した「経営計画2022」の期間（2022年12月期～2024年12月期)においては、年平均mid single digit成長
を想定しております。

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無
当社グループは、当社が適用する会計基準であるIFRSにおいて定義されていない非GAAP指標を追加的に開示しております。非GAAP指標は、当社グルー
プが中長期的に持続的な成長を目指す上で、各事業運営の業績を把握するために経営管理にも利用している指標であり、財務諸表の利用者が当社グルー
プの業績を評価する上でも、有用な情報であると考えております。本指標については「※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項　（２）」をご
覧ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期1Ｑ 2,000,000,000株 2021年12月期 2,000,000,000株

②  期末自己株式数 2022年12月期1Ｑ 225,432,376株 2021年12月期 225,475,301株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期1Ｑ 1,774,562,503株 2021年12月期1Ｑ 1,774,254,698株

  ※注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

①  IFRSにより要求される会計方針の変更    ：有

②  ①以外の会計方針の変更                ：無

③  会計上の見積りの変更                  ：無

（注）詳細は、添付資料「１．サマリー情報に関する事項　（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(1)本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提及び仮
定に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。また、当社としてその実現を約束する趣旨のもので
はありません。業績予想等の前提となる仮定及び業績予想等のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料「将来に関する記述等
についてのご注意」をご参照ください。

(2)当社グループは、当社が適用する会計基準であるIFRSにおいて定義されていない非GAAP指標を追加的に開示しております。非GAAP指標
は、当社グループが中長期的に持続的な成長を目指す上で、各事業運営の業績を把握するために経営管理にも利用している指標であり、財
務諸表の利用者が当社グループの業績を評価する上でも、有用な情報であると考えております。

調整後営業利益
営業利益（損失）から買収に伴い生じた無形資産に係る償却費、調整項目（収益及び費用）を除いた調整後営業利益を開示しております。
調整項目（収益及び費用）はのれんの減損損失、リストラクチャリング収益及び費用等です。また、為替一定ベースの調整後営業利益も追
加的に開示しております。当社グループは、為替一定ベースの調整後営業利益の成長率における、中長期に亘る年平均mid to high single 
digit成長を全社利益目標としており、その達成を目指してまいります。為替一定ベースとは、たばこ事業における当期の調整後営業利益か
ら、前年同期の為替レートを用いて換算・算出した為替影響及び一定の方法を用いて算出した一部市場のインフレに伴う利益の増加分を除
いたものです。
なお、当社グループは、超インフレ経済下にある子会社の財務諸表について、IAS第29号「超インフレ経済下における財務報告」（以下、
IAS第29号）に定められる要件に従い、会計上の調整を加えておりますが、為替一定ベースの調整後営業利益にはIAS第29号の影響は含めて
おりません。




